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佐川の酒と地質
酒蔵ロード劇場 2024 が、11 月 30 日（土）に開催されます。これに

あわせて佐川地質館もこの日はナイトミュージアムを実施しますので、
みなさまお誘い合わせの上ぜひおいでください。
さて、酒造りで重要なのは水。水にはミネラルを多く含む硬水と、あ

まり含まない軟水があります。硬水をもとにしたお酒は濃醇になり、軟
水をもとにしたお酒は淡麗になります。例えば酒所として有名な兵庫の
灘では、火成岩である花崗岩質の砂と縄文海進によってもたらされた海
のミネラルが混ざりあった地層を流れる硬水から、濃醇なお酒が造られ
ています。一方、佐川盆地は海から遠く離れており、その地層も１億年
以上も古い堆積層からできています。このため佐川の水はミネラルをあ
まり含まない軟水であり、この水から淡麗なお酒が造られています。私
たちの足元の岩石も、またお酒の味に関わっている―そのようなことを
思い浮かべながら、今年も酒蔵ロード劇場をお楽しみいただければと思います。

11月の地質館イベント
11月 13日（水）午後〜15日（金）　エントランスの動くティラノサウルスを公開メンテナンスします。
11月 24日（日）　12:00〜＆15：00〜（10分程度）展示解説「佐川の大地」
11月 30日（土）　17：00〜 21：00（最終入館 20：30）酒蔵ロード劇場に合わせて無料開館

地質館だより
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酒蔵の道の裏山は、およそ２億年
前の堆積層でできています。

広告

企
画
展
「
復
刻
版
　
維
新
志
士
遺
墨
展
覧
会
」
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
前
回
紹
介
し
た
企
画
展
「
川
田
文
庫
の
世

界
」
と
同
時
開
催
し
て
い
る
企
画
展
「
復
刻
版　

維
新

志
士
遺
墨
展
覧
会
」
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
展
示
は
、
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
昭
和
２
（1927

）

年
11
月
に
明
治
節
（
明
治
天
皇
の
誕
生
日
）
を
記
念
し

て
開
催
さ
れ
た
「
維
新
志
士
遺
墨
展
覧
会
（
以
下
「
遺

墨
展
覧
会
」）
の
復
刻
を
試
み
た
も
の
で
す
。

　

昭
和
２
年
当
時
の
青
山
文
庫
は
、
佐
川
出
身
の
元

宮く
な
い内
大
臣・田
中
光み
つ
あ
き顕
伯は
く
し
ゃ
く
爵
の
大
規
模
な
寄
附
（
寄
贈
）

を
受
け
て
、
大
正
14
（1925

）
年
に
本
格
的
な
図
書
館

と
し
て
開
館
し
て
数
年
が
経
っ
た
と
い
う
状
況
で
し
た
。

光
顕
の
寄
贈
を
中
心
と
し
て
、
ど
ん
ど
ん
集
積
さ
れ
て

い
っ
た
貴
重
な
書
籍
や
資
料
（
志
士
た
ち
の
遺
墨
）
を
、

展
覧
会
と
し
て
公
開
し
た
の
が
、
こ
の
遺
墨
展
覧
会
で

す
。

　

実
は
、
こ
の
時
、
展
覧
会
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

併
せ
て
「
明
治
文
芸
資
料
展
覧
会
（
以
下
「
文
芸
展

覧
会
」）
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
遺
墨
展
覧
会
は
、
出

品
数
が
多
く
、
青
山
文
庫
に
収
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
か
、

100
畳
敷
の
大
広
間
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
佐
川
公
会
堂（
現

存
し
て
い
ま
せ
ん
）
で
開
催
さ
れ
、
文
芸
展
覧
会
は
青

山
文
庫
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

遺
墨
展
覧
会
の
展
示
資
料
一
覧
が
「
維
新
志
士
遺
墨

展
覧
会
目
録
（
以
下
「
展
示
目
録
」）」
と
し
て
現
存
し

て
い
る
の
に
対
し
、
文
芸
展
覧
会
は
展
示
資
料
一
覧
が
現

存
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
復
刻
は
遺
墨
展

覧
会
に
限
定
し
て
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ど
う
や
っ
て
復
刻
を
試
み
た
か
と
い
う
と
、
展
示
目
録

は
、
ま
ず
作
者
を
出
身
地
別
に
分
類
し
（
数
が
少
な
い

も
の
は
「
諸
州
」
に
ま
と
め
て
い
る
）、各
資
料
に
つい
て
、

①
位
階
・
②
作
者
名
・
③
号
な
ど
の
別
名
・
④
資
料
情

報
（
資
料
の
形
態
や
内
容
な
ど
）・
⑤
作
者
の
事
績
（
多

く
は
死
去
年
と
享
年
）
を
列
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
５

つ
の
情
報
が
合
致
す
る
も
の
を
、
収
蔵
資
料
の
中
か
ら

探
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
資
料
が
特

定
で
き
、
特
定
で
き
な
か
っ
た
の
は
わ
ず
か
６
点
の
み
で

し
た
（
恐
ら
く
、
目
録
の
誤
記
だ
と
思
い
ま
す
が
断
定

は
避
け
ま
し
た
）。

　

97
年
前
の
展
示
が
復
刻
で
き
た
の
は
、
青
山
文
庫
の

歴
史
の
賜た

ま
も
の物

だ
と
、
改
め
て
、
そ
の
重
み
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

会
期
の
途
中
に
展
示
替
を
行
っ
て
も
、
復
刻
は
展
示
目

録
の
６
割
程
度
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
当
時

の
人
び
と
が
感
じ
た
驚
き
や
感
動
を
、
今
再
び
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

昭
和
２
年
の
展
覧
会
は
、
わ
ず
か
２
日
間
の
開
催
で

し
た
が
、
な
ん
と
町
内
外
か
ら8,000

人
も
の
人
び
と
が

訪
れ
た
そ
う
で
す
。（
青
山
文
庫　

藤
田
有
紀
）

〈
展
示
案
内
〉

〇
企
画
展
「
川
田
文
庫
の
世
界
」

〇
企
画
展
「
復
刻
版　

維
新
志
士
遺
墨
展
覧
会
」

〇
小
展
示
「
植
物
学
者
・
牧
野
富
太
郎
」

　

10
月
５
日
（
土
）
～
令
和
７
年
６
月
16
日
（
日
）

　

※
会
期
中
、
２
月
に
展
示
資
料
を
入
れ
替
え
ま
す

青
山
文
庫
だ
よ
り


